



























































する上で すぐれて有効な概念と言えるだろう。こ したピピンの捉え方は、評者も同意するところである。評者は、ピピンの解釈の特徴 ドイツ観念論を含む思想史的文脈と、現代の哲学の課題を踏ま た文脈をうまく結び付けながら、ヘーゲルの個々の論述を考察している点にあると考える。そしてそのことに成功している。他 点についても評者として述べたいことも多々あるが、字数の関係で、省かざるを得ない。 とプラグマティズムとの関係についてのピピンの指摘は新たな発見であった。本書は、 「監訳 あとがき」も含めて、大変面白 ものであった。現代の規範理論や分析哲学などについて関心のある研究者の方には、とくに読まれることをお勧めした 。
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